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　新型コロナウィルスの拡大により、私達の生活

は大きく変化し、社会生活や働き方、そして価値

観にも、大きな影響を及ぼしています。テレワー

クが進み、会議も授業も「オンラインで」が可能と

なり、オンライン飲み会が中高年にまで急速に浸

透したことは驚きでした。最初は戸惑いもありま

したが、慣れるにつれてメリットがあることもわ

かり、これからもこの様式は、進化を続けるだろ

うと期待をしています。しかし、その一方で、実際

に顔を合わせずに、コミュニケーションを取るに

は、思っている以上に真意が伝わらないことも多

く、それなりの努力と工夫も必要ですし、何より

日本語力が必要だと実感しています。

　対面授業ができなくなり、オンライン授業を初

めて経験し、今まで以上にメールやレポートを読

む機会が増えました。学生達は、丁寧過ぎて二重

敬語になったり、簡潔に言おうとして体言止めに

なったり、ストレート過ぎる表現で教員を落胆さ

せることも少なくありません。教員も、婉曲的な

表現では微妙なニュアンスが伝わらないとか、諺

を例に出しても通じないなど、以前にも増して、

苦労をしています。

　私は丁寧な英語表現を大学で教えていますが、

英語には敬語がないという固定観念があるため

か、お客様や上司への丁寧な英語表現には、苦戦

する学生が多くいます。英語にも相手の気持ちを

慮った表現があり、日本語と同じように、意味は

同じでも微妙なニュアンスが異なり、使い方を間

違えると相手を見下してしまう恐れのある言葉

もあります。日頃から適切な敬語を使い、美しい

日本語を使うことの出来る学生は、丁寧な英語表

現も同様に出来ています。やはり、語学力向上の

ためには、まず日本語力が土台であることを実感

しています。

　就職活動もオンライン面接が主流となりまし

たが、従来の対面面接の時と変わらずコミュニ

ケーション能力があるかどうかの見極めは重要

なポイントです。自分の言葉で思いを正確に伝え

ることができる力は、社会人にも必須の力です。

今後さらに、オンラインでのコミュニケーション

が主流となる時代には、より高度なレベルを求め

られますが、そのためには、確かな日本語力を

ベースとして身につけておくことが必要ではな

いでしょうか。

　確かな日本語力とは、敬語や漢字だけで測るも

のではありません。日本語検定では、これらに加

えて文法、語彙、表記、言葉の意味など 6つの領域

から幅広く出題され、ご自身の強味、弱みを知る

ことができ、日本語力を確認することができま

す。まずは、自分を知ることから始めてはいかか

でしょうか？
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の必要性について、株式会社ＡＮＡ総合研究所の若田加寿子客員研究員にご意見をいただきました。
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